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（２）策１回策定部会のまとめ 

 

日 時：平成２６年６月４日（水） 午前９時３０分～午後１２時１５分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、清水、澤田、三宅、小池 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

 

２．部会長選出 

部会長：内藤正弘 
〇部会長ということで戸惑っている。現役の時には、ハードのまちづくりで区画整

理などに携わったことはあるが、ソフトなまちづくりには関わったことは無い。

〇皆さんの意見で良い計画を作っていきたい。 
 

３．報告・意見交換 

（１）今年度の流れ・スケジュールについて 

資料２に基づいて、今年度の流れとスケジュールを説明した。 
概ねこの流れで進めることで決定したが、以下の２点について意見が出た。 

 

■計画を進める担い手の発掘・育成、まちづくりの機運づくりが必要！ 

〇今回は、昨年度のまちづくり計画以上に、書いたことをきちんと実践する必要がある

ので、意見が出にくくなるのではないかと不安である。 
〇計画を進めていくまちづくりの担い手が必要である。担い手を探しながら育てていく

ことが必要である。 
〇計画は実行することが大切である。「地域のみんなが本当にできること」と「ちょっ

と未来をみること」、「ちょっと頑張ったらできること」を書いていく。 
〇「みんなで地域を活性化させよう！」という機運を醸成し、やる気を育てるムーブメ

ントを起こしていく必要がある。 
 

■若いお母さんや転入者の意見聴取が必要！ 

〇これからの石野のまちを考えていくには、若いお母さんや移住者の意見を聞いて活か

していきたい。 
〇昨年度開いた移住者の意見交換会を定期的に開催していくのも良い。 

 

（２）石野地区まちづくり実施計画について 

資料３に基づいて、石野地区まちづくり実施計画について説明した。 
石野地区まちづくり実施計画の構成・内容、実施計画や重点プロジェクトの記載イメージに

ついて、事務局案のとおり決定した。 
なお、実施主体の表現方法については、団体名などの固有名詞ではなく、主体の区分を記載

することを確認した。 
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（３）「重点プロジェクト」のテーマについて 

まちづくり方針１ いつまでも活力のあるまち 

１．持続可能な地域づくり 

１－１．定住・移住促進 

■地域で育った子どもに地域の良さを伝えよう！ 得票数 １票（三宅）

〇石野の子どもや外に出ていった孫たちに石野の魅力を伝えたい。 
 

■石野地区を訪れた人に地域の良さを伝えよう！ 得票数 ０票 

 

■地域の住まいの情報や、暮らし方を発信しよう！ 得票数 
２票（清水、

鈴木） 

〇石野地区が住む場所としてよい地域だということを伝えていきたい。 
〇移住して４～５年ぐらいの人の声を聞いて発信できると良い。 
〇移住者だけではなく、移住者を受け入れた地域の声も発信できると良い。 
〇石野での暮らし方や暮らしの工夫等を発信できると良い。 

 

■定住を推進する主体をつくろう！ 得票数 
３票（内藤、

城金、鈴木）

〇１８号では地域との協議と記載されているものの、区長の印鑑があればよいとなっている。

区長にとっては責任が重い。区長任せではなく、協議の方法を考えたり、サポート団体が

あると良い。 
〇区長会などは年度が替わると人が変わってしまう。人が変わらない永続性のある組織をつ

くることが大切である。 
〇家主や地主などにとっても、貸したり売ったりすることはわからないこと、大変なことが

多いと思う。決断を後押しする組織があると良い。 
 

■定住促進を進めるために 

〇前からこの地域に住んでいる人は土地を売らないし、空き家も貸さない。転入を進めるた

めには、空き家の提供、地域の協力が必要である。従来からの住民が支援しないといけな

い。定住をサポートする石野の組織が必要である。 
〇年配者の、外から来た人に対する「よそ者」という意識を変える必要がある。 
〇移住者に石野地区の魅力を伝える人になってもらえると良い。 
〇転入者など若い住民の人に担ってもらう仕組みづくりが必要である。 
〇東広瀬では、農地転用で家が２軒建った。穏やかな人で自然が好き。転入してきた理由は、

自然が多いことと、人が良いことと言っていた。 
〇転入者がどれくらい来ているのか、実態も分からない。転入してきた人の状況を知りたい。

〇通学、小学校区の選択の問題がある。転入してくれたのだから地域の学校に入学してもら

えると思っていると、地域の学校に来てくれない場合がある。 
〇定住の促進には子育て環境や通勤の利便性が大切である。 
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１－２．住民のつながりづくり 

■新しい住民と従来からの住民、子どもから高齢者まで、み

んながふれあえる機会を充実しよう！ 
得票数 １票（三宅）

〇自分自身は、色々なところに顔を出す方だと思うが、それでも地域の日とのことを知らな

い。地域の人が知り合うために、人が集まる魅力ある機会があるとよい。 
〇ふれあい祭りや運動会などもそのための機会だが、参加状況が悪くなっている。 

 

■子育てお母さんなど同世代で集まることができる機会をつ

くろう！ 
得票数 ０票 

 

１－３．時代にあった地域の仕組みづくり 

■区費やお役など自治活動の仕組みを多世代で考えよう！ 得票数 １票（城金）

〇地域として生活環境の改善を考える場が必要である。そのうえで、自治活動の内容や仕組

みなども考えていく必要がある。 
 

■他の地域の自治活動の状況や、工夫していることなどを共

有しよう！ 
得票数 １票（澤田）

〇各自治区、それぞれ問題を抱えている。その問題をみんなで聞いてあげることも大事だし、

みんなで解決することも大切である。 
 

２．元気な石野づくり 

２－１．歴史・文化の継承 

■石野地区の歴史・文化や自然の特徴などを整理しよう！ 得票数 ０票 

 

■子どもや新しい住民に地域の歴史・文化、自然を伝えよう！ 得票数 ０票 

 

■歴史・文化や自然を引き継ぐ担い手を育てよう！ 得票数 ０票 
 

２－２．農を活かしたまちづくり 

■石野地区の農産物を提供できる機会を充実しよう！ 得票数 1 票（澤田）

〇西中金の駅でもできる。高齢者の生きがいづくりの場として、産直場などができると良い。

 

■農をやりたいと思う人が農地を使える仕組みをつくろう！ 得票数 ０票 

 

■農産物を育てている人がやりがいを感じられる仕組みを考

えよう！ 
得票数 ０票 

 

２－３．石野地区の魅力発信 

■石野地区の魅力を発掘し、共有しよう！ 得票数 1 票（城金）

〇石野地区がどんなところかということを情報発信する伝え方を考える。 
〇今ある魅力をＰＲする。 

 

■パンフレットやインターネットなど、様々な方法で石野地

区の魅力を発信しよう！ 
得票数 ０票 
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２－４．既存施設の有効活用 

■地域に必要な機能を考えて、既存施設を活用して実現しよ

う！ 
得票数 １票（鈴木）

〇廃線跡や中金の駅舎などもあるので使い方を地域で考える。 
 

■地域の施設を住民が主体的に管理運営する仕組みをつくろう！ 得票数 ０票 

 

まちづくり方針２ しょうらいも安心のまち 

１．安心・安全の地域づくり 

１－１．災害への備えの充実 

■住民の防災に対する意識を高めるため、災害について啓発

しよう！ 
得票数 ０票 

 

■防災マップと防災マニュアルを活用して、住民があらかじ

め災害時の危険箇所を把握し、共有しよう！ 
得票数 1 票（内藤）

〇防災リーダーの人材育成 
〇子どもへの防災教育など、一人ひとりが自分の身を守る知識や能力を身につけることが必

要である。 
 

■防災訓練を実施しよう！ 得票数 ０票 

 

■災害時に地域内で機能する仕組みや地域間で連携する仕組

みを作ろう！ 
得票数 ０票 

 

１－２．安心・安全な環境づくり 

■死角など危険箇所を確認・共有し、取り除くように努めよう！ 得票数 ０票 

 

■みんなで子どもの登下校時の見守りを行おう！ 得票数 ０票 

 

２．暮らしやすい地域づくり 

２－１．利用しやすい移動手段の確保 

■移動手段をみんなで確保する意識を高めよう！ 得票数 1 票（城金）

〇みんなで利用する風土をつくっていくことが大切である。 
 

■みんなでバスを利用しよう！ 得票数 ０票 

 

■みんなが利用しやすいバスのあり方を考えよう！ 得票数 
２票（澤田、

清水） 

〇車を運転が出来なくなった時のために、利用しやすいようにしていく。 
〇バスの接続を便利にする。 
〇バス協議会を活性化していく。 
〇高校生の通学対策。 

 

■バス以外の移動の方法を検討しよう！ 得票数 ０票 
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２－２．生活利便性の確保 

■病院や商業施設、金融機関など地域にある生活利便施設を

みんなで利用しよう！ 
得票数 ０票 

 

■生活利便施設の確保に向けて地域で取り組もう！ 得票数 
2 票（内藤、

澤田） 

〇移動販売、各自治区を回る様に利用しやすい時間。 
 

■ＩＴが便利に利用できる環境をつくろう！ 得票数 
2 票（小池、

鈴木） 

〇タブレットを利用できるようにする。 
〇情報を取りやすくする。ＩＴを活用して地域の生活情報を得られるようにする。 

 

３．つながりを活かした地域づくり 

３－１．三世代暮らしの推進 

■石野ならではの三世代の暮らしを発信しよう！ 得票数 1 票（清水）

〇お年寄りが認知症にならないようにする。 
〇若い人の負担も減る。 

 

■日常における世代間のふれあう機会をつくろう！ 得票数 ０票 

 

■様々な世代が転入できる機会を提供しよう！ 得票数 ０票 

 
まちづくり方針３ のびのびと人が輝くまち 

１．人が活躍する地域づくり 

３－1．人づくり 

■地域の課題に取り組む新たな人材を発掘しよう！ 得票数 ０票 

 

■一人ひとりの能力向上を図る機会を提供しよう！ 得票数 １票（小池）

〇地域の魅力と言っても、一番は人の魅力である。魅力がある人がいることが、地域の魅力

につながる。地域の人の魅力を高めることが必要である。 
 

３－２．生涯現役のまちづくり 

■年齢・性別に関わらず、一人ひとりの魅力や能力を発揮で

きる機会をつくろう！ 
得票数 ０票 

 

■住民ひとりひとりが活躍する様子を住民に知ってもらおう！ 得票数 ０票 

 

■地域の団体が活躍する様子を住民に知ってもらおう！ 得票数 ０票 

 

３－３．イベント・団体の活性化 

■イベントや団体の情報について住民に発信しよう！ 得票数 ０票 

 

■既存の活動団体のネットワークをつくろう！ 得票数 ０票 
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２．子どもがいる地域づくり 

１．子育ちの環境づくり 

■みんなで子どもの登下校時の見守りを行おう！ 得票数 ０票 

 

■地域が子どもの学びを支援しよう！ 得票数 1 票（小池）

〇子どもの教育を充実することは、若い人を増やすためにも必要である。小さい学校だけれ

ど、色々なことが経験できるということをウリにできるようする。 
 

■子どもが身近なところで思いきり遊ぶことができる環境を

つくろう！ 
得票数 ０票 

 

2．子育て支援の充実 

■子育てお母さんなど同世代で集まることができる機会をつ

くろう！ 
得票数 ０票 

 

■子育て世帯の負担軽減を考えた地域の仕組みをつくろう！ 得票数 ０票 

 

■住民の支えあいで子育てを支援する仕組みを考えよう！ 得票数 ０票 

３．いきいきと暮らせるまちづくり 

1．健康と体力づくり 

■ウォーキングコースなど気軽に健康づくりに取り組むこと

ができる場をつくろう！ 
得票数 

3 票（三宅、

清水、内藤）

〇産直と連携したステーションがあっても良い。 
〇住民がみんなでウォーキングするのは、地域を知るためにも良いし、子どもにとっても楽

しい。 
〇ウォーキングをすれば、地域を知れる。 
〇歴史をめぐるコースなどがあればよい。 
〇地域の人のガイドが常駐していても良い。 

 

■ラジオ体操を始めるなど、地域ぐるみで健康づくりに取り

組もう！ 
得票数 ０票 

 

■子どもやお母さんをはじめ、みんなで食の大切さを学び、

健やかな食生活を送ろう！ 
得票数 ０票 

 

２．障がい者が暮らしやすいまち 

■障がい者の生活などに対する理解と交流を深めよう！ 得票数 ０票 

 

■身近なところから心のバリアフリーに努めよう！ 得票数 ０票 

 

■障がい者などに対して地域住民ができる支援を行おう！ 得票数 1 票（小池）

〇障がい者を支える地域の輪をつくる。 
〇障がい者の人も一緒に活動する。 
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（２）策２回策定部会のまとめ 

 
日 時：平成２６年６月２０日（金） 午後１時３０分～午後３時５５分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、清水、澤田、三宅、小池 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

 

２．前回の振り返り 

資料１に基づいて、第１回策定部会での意見交換の内容を振り返り、確認した。 
 

３．報告・意見交換 

（１）「重点プロジェクト（案）」について 

資料２に基づいて、重点プロジェクト（案）の内容を説明した。 
委員から出された重点プロジェクト（案）への意見は下記のとおりです。 

 

プロジェクト・事業概要を考える際の留意点 

○５つめの「事業を考える際に、バスの活用を考えた内容を考える。」とあるが、説明を聞くと

意味がわかるが「事業」という言葉自体が難しい。市民にとってはなじみがないので、表現を

変えた方が良い。 
 

１ 石野地区への定住促進プロジェクト 

１．石野のＦＡＮづくり 

１－１ 石野地区の魅力発信 

○「ＳＮＳ」など外来語はやさしく解説したほうが良い。なるべく多くの人に分かって

もらえる文章が良い。 
○地域外のボランティアにも石野地区に来てもらって、石野地区の魅力の発信に協力し

てもらえると良い。 
１－２ 石野暮らしの情報発信 

○石野地区に転入してきた人が、今、どのような暮らしをしているのか、移住後の暮ら

しがイメージできるように情報発信できると良い。 
○子どもの医療、通勤、保育・教育など、石野地区に転入してくる人が知りたいと思う

ことを、転入してきた人の意見を参考に整理しながら整理して、発信する。 
○「今困っている」ということは、他の人は「昔困っていて、解決した」かもしれない。

困りごとも情報発信してもらって、みんなで解決していけると良い。 
１－３ 石野地区ガイドの育成 

○ガイド育成は散策だけではない。いろいろな場面で石野を開設する。例えば、石野の集落

名の由来をふれあい祭りに来た人に伝える等。 
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２．石野への移住環境づくり 

２－１ 石野地区への移住お助け隊の結成 

○移住したい人の相談窓口になれると良い。 
○18 条の関係で、区長の協議を支援する仕組みをつくる。 
○移住してきた子どもが、居住地区の小学校区に通うとは限らない。どこまで条件にで

きるのか。どうして越境入学するのか理由を聞けば、足りないことがわかるかもしれ

ない。 
２－２ 空き家・空き地の発掘調査 

○発掘するのはとても難しいが、大事なことなので、プロジェクトとして書いていくこ

とが大切である。 
２－３ 移住に関する自治区の情報交換の開催 

○移住してきた子どもが、居住地区の小学校区に通うとは限らない。どこまで条件にで

きるのか。どうして越境入学するのか理由を聞けば、足りないことがわかるかもしれ

ない。 
 
３．地域のつながりづくり 

３－１ 石野地区イベントの情報発信 

 
３－２ 魅力あるイベントづくり事業 

 
３－３ 地域住民の交流の機会づくり 

○東広瀬小学校は、校長先生が小学校をふれあいの場にしたいと考えていて、学校応援

隊をつくろうとしている。学校応援隊は、草花の手入れをしたり、子どもたちの見守

りをしたりしていく。 
 
 

２ 石野地区の魅力づくりプロジェクト 

 

１ 石野巡りマップの作成 

○ウォーキングだけではなく、ランニングやサイクリングも検討できるような内容にす

る。 
２ 旧西中金駅の活用 

○かつてこの地域周辺のまちづくりを議論してきた「夢ロード推進会議」や自治区に仁

義を切る必要がある。 
○中学生にも参加してほしい。 
○西中金駅を利用したいと思う機運づくりをしていく。 
○自治区外の人も入れて、みんなで考えていく。 
○昔は自治区が掃除をしていた。 
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その他 

 
○空き店舗地域の茶飲み場所にという話もある。 
○みんなで工夫して買い物の不便を解消する 
○移動販売をみんなで利用する。⇒楽しく集まる場として活用する。 
○地域の店が仕入れに行く日に買い物をお願いするなどでもよい。 
○富田町の川沿いにトイレや東屋ができると良い。 
○広瀬の駅前広場を一緒に考えていく。 
○ランニング、サイクリング 

 
○「旧西中金駅の活用プロジェクト」を地域予算として実施を検討することで合意。 

 
 

（２）かわら版について 

○参加者募集をもっと大きく 
○文章は読みごたえのあるものにする。 
○イラストを入れる。 
○申込用紙をつける。 
○７月１５日の広報とよたと一緒に配布してもらう。 

 

４．次回会議 

第３回会議 
平成２６年７月３０日（水） 午前９時半～ 
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（２）策３回策定部会のまとめ 

 
日 時：平成２６年７月３０日（水） 午前９時３０分～午後０時００分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、清水、澤田、三宅、小池 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

 

２．前回の振り返り 

第２回策定部会での意見交換の内容を振り返り、確認した。 
 

３．報告・意見交換 

（１）「住民交流会」進め方とプロジェクトの担当決め 

住民交流会の進め方を説明し、その後各プロジェクトの担当者を決めた。 
 
◆各プロジェクトの人数調整について 
・プロジェクトごとに多少人数差があっても構わないことにする。 
 

◆プロジェクト担当 
プロジェクト１ 小池 （清水） 
プロジェクト２ 城金 
プロジェクト３ 三宅、内藤 
プロジェクト４ 澤田 

 
（２）「住民交流会」で住民に聞くことを整理 

プロジェクト１、２とプロジェクト３、４のグループに分かれて、プロジェクトの内容に関する

検討を行った。 
プロジェクトの内容を説明した。 
委員から出された重点プロジェクト（案）への意見は次ページのとおり。 
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１ 石野のＦＡＮづくり（石野に興味を持つ人、石野を好きになる人を増やす） 

 
■いこまい石野について 

・新しく取材する 
・地域の人の自然を守る姿 
・住民の人が地域に誇りを持っている姿 
・地域のまつり 
・ほたる―野口、中根川 
・しゃくやくまつり 
・成合町 子安地蔵 日常的な生活の行事 

 
■発信する内容 

・地域が誇りを持っていること 
・『便利だけどあたたかい人に囲まれてゆっくり暮らせる』ということ 
・暮らしの場として魅力、暮らしやすさ 

→自然・人のつながり・便利 
→山村ほど干渉しない 

・自治区ごとの魅力 
・人の生活を紹介 

例えば、子育て、勤め先、高齢者、障がい者など 
 
■ガイドの役割 

○自然案内 
○草花、鳥、樹木… 
○歴史、地域の生活 
・詳しい人を地域でリストアップして住民交流会に来てもらう 

→植物：鈴木かつみさん 
→鳥＋暮らしやすさ：深見さん、40 歳代女性 

 

２ 石野の定住環境づくり（石野に安心して住むための環境・しくみをつくる） 

 
■お助け隊の役割                
・入居者を探す、審査する 
・空き家の家主さんを説得して、提供してもらう 
→区長との情報交換をしながらお助け隊が調査する 

・18 号等の事について区長さんのサポートをする 
・自治区共通の石野定住ルールをつくる 
・引っ越してきた人のアドバイザーをする 

→各自治区ごとに任命できるとよい 
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３ 石野のつながりづくり（イベントに多くの人に参加してもらって、地域のつながりをつくる） 

 
「地域の人がもっと参加してくれるイベント」、「地域外に出ていった地域の人が参加できるイベント」

を考えていく。 
 
■アイデア、意見 

○今のコミュニティのイベント 
春：体育祭 
夏：夏祭り 
秋：ふれあい祭り 

→交流館の自主グループも出展している 
→地区外の人も参加したりするようになるとよい 

冬：成人式 
○子ども園のイベントは兄弟、祖父母も来るため、人が集まりやすい。 
○子ども関係のイベントをすると人が集まる 
○ふれあいまつりでは中学生がスタッフとして参加してくれる。小学生に発表してもらうと良い。 
○ある地区では、夏まつりを子ども向けにし、外孫もＯＫにしたら人が増えた。 
○藤沢に万燈祭りがある。 
○こどもだけではなく、高齢者は足がなくて参加しにくい。足の確保やゆっくりできるスペースづく

理が必要である。 
○地域イベントの主旨を、地域のつながりづくりだけではなく、地区外から集客することも考えてい

く必要がある。 
○夏祭りについて 
・ヨーヨーや光るブレスも販売している 
・お客さんが減っている 
・子どもが参加してくれるようになるとよい 
・万燈祭り etc 集落の行事を夏祭りで披露するのもよい 
・ブースを出せるとしたら何をしたいか聞いてみるのもよい 

 

■聞いてみたいこと 
○夏祭りについて 
・ブースを出せるとしたら何をしたいか聞いてみるのもよい 

○子育てお母さんつながりづくりの場があるとよい 
・子ども園、乳幼児の親つながりづくり 
・お母さん同士で居場所をつくるには何が必要か 
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４ 旧西中金駅の活用（旧西中金駅を活用して石野地区の魅力をつくる） 

 
■アイデア、意見 

○広瀬駅は、地区外の人向けをイメージして運営しているが、あまり使われていない 
○旧西中金駅は「駅長」と「助役」などがいる 
○旧西中金駅は「のどかさ」「雰囲気」をいかしたい 
○みんなで運営、みんなで管理の方法を考える 
・いつも使ってくれる人がいる方がよい。そしてその人たちに管理をお願いする 

○定年者でうどん打ち、そば打ちをする人にうどん屋をしてもらってはどうか 
○若い人の居場所として、喫茶があるとよい。 
○ホームをテラスのように使って飲食もできる 
○オイスカの卵を使った料理や、販売するのもよい 
○かつて走っていた車輌をおきたい 
→電車っぽいものがあると子どもが楽しめるもの 
→軽トラ等を活用したり、みんなで木造列車づくりをするのもよい 

○旧西中金駅が活用されるようになったら、近くの山に登るプログラムを考えるのもよい 
○使い道を考えて運営仲間を集める場 
○石野の居場所…情報発信の拠点に！ 

 
■聞いてみたいこと 
○今日でたアイデアを投げかけて意見を聞いてみる 

 
 
（３）「住民交流会」の参加者の集客 

・１本釣り、声がけする 
・区長さんにもう一度お願いする。１人につき３人は連れてきてほしい。 
・夏まつり（8/27）でお願いする 18～21 時 
・わくわくの団体、昨年の移住者交流会の参加者、地域コミュニティの部会長には声掛けをする 
・若い住民の方に声掛けをする 
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（２）策４回策定部会のまとめ 

 
日 時：平成２６年９月３日（水） 午前９時３０分～午後１２時００分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、清水、澤田、三宅、小池 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

 

２．前回及び住民交流会の振り返り 

資料１、資料２に基づいて、第３回策定部会での意見交換、住民交流会の内容を振り返り、

確認した。 
 

■住民交流会のふりかえり 

・グループ１、２は、まずは「聞くことが大切」という想いで進めたが、グループの人から反論

が出て、議論になってしまった。特に役がある人などから反論が出ると、中学生や他の人が意

見を言いにくくなってしまう。 
⇒ まずは「聴く」という事が必要 
⇒ 声の大きい人、大きい人の意見に注意しないといけない 
⇒ 議論のうまい進め方 

 
・グループ３は、テーマとして難しかったため、普段、感じていることを話してもらった。 

⇒ これも大切である 
⇒ その中の意見で、「夜の行事、会館の清掃など地域の活動に参加したことで新しい人に

は強制的に出てもらうのもきっかけになるのではと思う。 
（掃） 

⇒ 交流のきっかけづくりが大切    例）ラジオ体操も… 
  「出ておいでよ！」と声をかける人が大切 

新しいことだけではなく、今やっていることを改善して続ける 
交流のきっかけづくり⇒ 続けていくことも大変 
   働きに出る人に対してどうすべきか？ 
 

・区長さんだけだと意見がかたよる⇒ 多様な世代の参加が必要 
 
・夢ロードのプロジェクト案⇒ 見てみたい 
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３．報告・意見交換 

（１）重点プロジェクト（案）の内容検討 

 

■ＦＡＮづくり 情報発信 

・石野交流館のＨＰにまちづくりの動きを掲載してもらう 
例）西中金駅の取組みをリアルタイムで、みんなが情報を載せられる様にすべき 

・紙による広報も必要 
・新聞に載せてもらう 
・ひまわりで取り上げてもらう 
・マイビデオ・写真→テレビに投稿する 

鈴木さん 
おいでんグランプリ ― 石野中学校 

ひまわり取材に来る 
上田さん ― コミュニティＦＭに出た 

「放送される」「新聞に載る」 ― みんなに知らせる 
どうやって誰が知らせる ⇒ 回覧ではなく各戸配布 
（案）石野を変える会に広報部門をつくる 
 

時間に余裕のない情報発信は？ 
チラシ作成、配布は時間・費用がかかる 
⇒ 変える会にストックあり？ 
  イメージカラーは薄いピンク色、チラシの色 
 

西中金駅の情報発信からはじめる 
・自治区だよりから情報をもらう 
・「いこまい石野」のＨＰのトップ   トピックスには乗せられる 

みんなに知ってほしい事をＨＰに載せる 
⇒ みんながＨＰにアップした方がよい 

将来は「市民記者」に載せてもらう 
ホームページの講習会をやって集めてみる 
個人の日記、ブログでも良いのでは？ 

 
  

石もっちのおいでん

ＧＰへの出店 
チラシの作成 

「いこまい石野」

とリンク 
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１－５．策５回策定部会 

（１）資料 

 

資料は最終成果品として掲載  
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（２）策５回策定部会のまとめ 

 
日 時：平成２７年２月１８日（水） 午前９時３０分～午後０時００分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、澤田、三宅、小池     欠席者：清水 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

２．前回の振り返り（20 分） 

・資料説明【資料１】【資料２】 

 

３．報告・意見交換 

（１）計画書の構成の検討（20 分） 

・全部答えが書いてあるわけではない。疑問をもち、読んだ人が考えるような工夫がほしい。 
→自分の考えを書けるスペースがあっても良い 

・基本計画の内容については概要がわかる程度でよい。コンパクトで見やすいように 
・施策体系表が突然出てくる印象を受けるので文章が必要である 
・Ｐ６～９は見開きに納める 
・基本理念はとても大切なので、表紙に記載する 
・「施策」「事業」という言葉は「取り組み」にする 
・項目ごとに色分けをしてわかりやすくする 
・「めざす姿」はよい！ 
・事業のチェックリストはいらない 
・プロジェクト番号は削除 
・「移住」→「転入」に変更する 

 

（２）石野地区まちづくりの施策の検討 

持続可能な地域づくり ・各自治会でどんな取組みをしているか、掲示板や紙媒体に載せて共

有する 
元気な石野づくり ・各自治区お祭りをお互いに見に行き、参加することがあってもよい 

・耕作放棄地全部を活用したり、草刈りするのは難しいため、道端の

大事なところから進めていく。 
  →大事なところは集落で決めて木や花を植えて、新名所にする 
・軽トラで気軽に野菜を売れるようにする 
・暮らしやすい施設 
・めざす姿「売り上げが上がる」とは「にぎわっている」ということ

である 
→「農産物直売所がにぎわっている」に変更 

・既存施設とは何？？ 
→西中金駅や交流館等。いつか空くかもしれない学校等も含まれ

ている。 
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→とりあえずこのまま 
安心・安全の地域づくり ・白馬村の教訓として「日常的に誰がどこに寝ているかということを

把握する」ということだと思う 
  →石野地区でも高齢者の名簿作りに取り組んでいる人がいる 
・防災訓練を自治区ごとに交流して行う 
・災害は起きる。落石が多い。100％安全だということはないが、少

しずつやっていく 
・集落の細い道に車が入ってくるため、子どもが危ない 

暮らしやすい地域づくり ・「みんな月に２回はバスを利用している」→「多くの人が利用」に変

更する 
・「高齢者などの移動手段を確保するため、バス以外の移動の方法も検

討している」→「高齢者は状況に応じて移動の方法が選択できてい

る」に変更する 
つながりを生かした地域

づくり 

・３世代の住まい方をＰＲする 
・３世代が距離を置いて住んでいる様子を伝える 

人が活躍する地域づくり ・めざす姿「既存の活動団体のネットワーク」→「活動団体のネット

ワーク」に変更する 
子どもがいる地域づくり ・児童遊園や遊び場がない。遊び場づくりが必要である 

・子育てお母さんは再掲なし 
 

（３）重点プロジェクトの検討 

重点プロジェクト ・ねらい・目的、チェックをつけられるように箇条書きにする 
・活動の目標（成果目標）はなしにする 
・プロジェクトに関わる人がみるように 
・交流会の結果は必要。例えば、「下の意見を参照」のように 

重点１ ・「Ｈ29 年度」→「Ｈ29 年度以降」とする 
・プロジェクトに関わる人がみるようにする 
・組織・ルール作りは平成 26 年度に実施する 

重点プロジェクト２ ・重点プロジェクトの概要は、「ＦＡＮづくり」、「定住環境づくり」、

「つながりづくり」の３本を１つにまとめられないか 
・ＦＡＮづくりは見出しには使わないようにする。イメージがわかり

にくい 
・Ｈ27.28.29 年度、それぞれの取組内容とプランを示すのは難しい 
・具体的な内容は、ネットワーク図に含める 

 

（４）P5～13 と参考資料について 

参考資料 ・まちづくり計画の策定経過を載せる 
・平成 24 年度のアンケートと各種会議の開催状況をどのように乗せる

かは課題 

  



１－６．策

（１）資料

資料は最終

策６回策定

料 

終成果品と

定部会 

して掲載 
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（２）策６回策定部会のまとめ 

 
日 時：平成２７年２月１８日（水） 午前９時３０分～午後０時００分 
場 所：石野交流館 
参加者：内藤、城金、清水、澤田、三宅、小池 
事務局：豊田市猿投支所 鈴木     地問研  春日、宮原 
 
１．開会 

 

２．報告・意見交換 

（１）概要版のデザインなどの検討 

（２）計画書のデザインなどの検討 

 

■計画書・概要版の表紙 

・背景を変えて、基本計画との違いをわかりやすく 
・石中ソーランは良い 

→迫力を強く、バックのブルーを変える 
→ソーランを踊っている中学生の数を増やしたい 
→お昼のイメージでバックを体育祭してはどうか。陸上トラックや入場門を入れる 

・基本理念を前面に出す 
・一番下に「平成 27 年３月 石野地域会議」を入れる 

 

■計画書の配布先 

・自治区、地域会議、コミュニティ会議などに対して 200 部配布する 
 

■計画書 

Ｐ６ ・「チェックリスト」→「チェック欄」に変更 
・チェック欄は枠の中に入れる 
・チェック欄、年度の空欄の使い方を記載する 

Ｐ10～13 ・現在の P10 と P11 を１ページに納め、P13 にイラストを入れる 
→３世代暮らしのおばあちゃんが子どもの世話をしている様子 
→将来の子育ての姿 
→３世代が近づきすぎず、離れすぎず、地域で子どもを見守っている 

・防災リーダーの養成は「平成 27 年度～」実施 
・あいさつ運動は「実施中」 

Ｐ18 ・西中金駅のイラストを入れる 
Ｐ19 ・「西中金駅～石野中学校間の遊歩道化」→「西中金駅周辺の遊歩道化」に変更 
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■概要版 

Ｐ４ ・計画書のＰ13 のイラスト 
Ｐ６ ・「西中金駅～石野中学校間の遊歩道化」→「西中金駅周辺の遊歩道化」に変更 
Ｐ８ ・「◆」を目立たせる。わくわく、地域予算提案事業の項目は目立たなくて良い。

Ｐ ・駅名看板の東向きの矢印を削除 
・右側の２人は、お互いに向かいあうようなイラストにする 
・ベンチに座っている人が、「石もっち」を持っているようにする 

 

３．その他 

重点プロジェクト 

・西中金駅は、核になる人に声をかけている。 
・現在、規約案をつくっている。 
・３月に役員・規約を決める 

→いろいろな人をいれるべき 
→夢ロードとは区分しておくべき 
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２．住民交流会の開催 
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２－１．住

（１）資料

住民大交流

料一式 

流会 
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２－２．西

（１）資料

 

西中金駅重

料 

重点プロジェ

 

ェクト交流

98 

流会 
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２－３．キ

（１）企画

キックオフ

画案 

フフォーラムム 
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３．かわら版  
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■計画の検検討状況のの告知、住民民交流会の

103 

の参加者募集集 
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■実施計画画への意見見募集 
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■意見募集集結果の告告知 
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